
15/8/29 0時 52分  
1 

藤
沢
市
に
大
規
模
な
災
害
が

発
生
し
た
場
合
、
ま
ず
市
役
所

に
「
藤
沢
市
災
害
対
策
本
部
（
本

部
長
は
市
長
）
」
が
設
置
さ
れ
、

状
況
を
判
断
し
、
避
難
情
報
を

出
す
と
共
に
各
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
に
指
示
を
送
る
。
避
難
情

報
と
は
、
①
避
難
準
備
情
報
②

避
難
勧
告
③
避
難
指
示
の
３
段

階
。
要
注
意
な
の
は
「
避
難
命

令
」
と
い
う
言
葉
が
な
い
こ
と
。

命
令
が
な
い
か
ら
ま
だ
大
丈
夫

と
誤
解
す
る
人
が
い
る
が
、
最

終
段
階
は
「
指
示
」
だ
。 

 

市
対
策
本
部
か
ら
連
絡
を
受

け
た
市
民
セ
ン
タ
ー
は
「
地
区

防
災
拠
点
本
部
」
を
設
置
、
避

難
所
の
準
備
を
す
る
。
避
難
所

「い
ざ
、
そ
の
時
に
」を
再
確
認
！ 

 
 

     
 

 
 

地
域
の
防
災
体
制
を
ご
存
知
で
す
か
？ 

が
開
設
さ
れ
る
目
安
は
、
地
震

の
場
合
震
度
５
弱
。
風
水
害
は

状
況
に
よ
り
判
断
す
る
が
、
市

か
ら
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
た
地

域
は
開
設
す
る
。
長
後
地
区
で

は
、
長
後
小
、
富
士
見
台
小
、

長
後
中
、
高
倉
中
、
藤
沢
総
合

高
、
こ
ぶ
し
荘
の
６
か
所
だ
が
、

水
害
の
場
合
は
長
後
中
、
こ
ぶ

し
荘
を
除
き
、
長
後
市
民
セ
ン

タ
ー
を
加
え
た
５
ヶ
所
と
な
る

の
で
注
意
が
必
要
だ
。
状
況
を

見
て
安
全
に
行
け
る
施
設
に
避

難
し
て
も
よ
い
。 

開
設
さ
れ
る
と
、
防
災
行
政

無
線
、
市
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー

に
情
報
が
流
れ
、
レ
デ
ィ
オ
湘 

南
、
Ｎ

Ｈ

Ｋ

Ｆ

Ｍ
の
ラ
ジ
オ

局
等
に
放
送
を
依
頼
す
る
。 

 

避
難
所
が
長
期
化
し
た
場
合

は
避
難
施
設
リ
ー
ダ
ー
、
避
難

者
代
表
、
施
設
管
理
者
、
担
当

の
市
職
員
で
「
避
難
施
設
運
営

委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
救
援

物
資
の
管
理
や
生
活
全
般
の
運

営
を
す
る
手
順
を
と
る
。 

市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の

様
に
防
災
（
避
難
）
対
策
を
進

め
て
い
る
が
、
や
は
り
一
人
ひ

と
り
の
防
災
意
識
が
重
要
だ
。

長
後
地
区
の
人
口
は
８
月
１
日

現
在
約
３
万
３
千
人
。
６
か
所

の
避
難
施
設
に
単
純
計
算
で
５

千
人
の
避
難
者
は
受
け
入
れ
不

可
能
。
セ
ン
タ
ー
で
は
「
先
ず

は
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
こ

と
を
最
優
先
に
、
そ
の
為
の
準

備
を
し
て
欲
し
い
」
と
話
す
。

災
害
を
想
定
し
て
、
家
具
な
ど

の
転
倒
防
止
や
安
全
な
配
置
を

考
え
、
非
常
食
準
備
（
で
き
れ

ば
７
日
分
）
、
自
宅
の
立
地
の
把

握(

川
や
崖
の
側
か
、
浸
水
の
危

９
月
１
日
は
防
災
の
日
。
も
し
も
長
後
地
区
で
大
規
模
な
地

震
や
風
水
害
土
砂
災
害
が
起
こ
っ
た
時
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は

ど
の
様
な
対
応
を
す
る
の
か
取
材
し
た
。
そ
し
て
私
達
に
必
要

な
心
構
え
は
何
か
改
め
て
考
え
る
。 

旧暦８月１５日

䛾夜䛿十五夜と

呼䜀れ、一年で

一番美しい満月

「中秋䛾名月」

が見えるといわ

れている。 

この日䛿月

見をするとともに

五穀豊穣を祝

い、秋䛾収穫を

絵
手
紙 

春
駒
（
ハ
ル
コ
マ
） 

日
時 

毎
月
第
2
木
曜
日 

10
時
～
12
時 

場
所 

長
後
郵
便
局 

会
費 

月
７
０
０
円 

講
師 

鏑
木
静
子
先
生 

申
込 

北
見 

千
代
子 
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  長後地区防災講演会 

  『突然の発災にどう対処すべきか』 

講師：佐藤 榮一 
  （桐蔭横浜大学リスク管理学講師） 
日時：3月７日（土） 

13時 30分～15時４0分 
場所：長後市民センター 3階ホール 
定員：成人 20人（2回とも出られる方） 
費用：無料 
  ※申込は当日、会場までお越し

下さい。 
 
 
 

 

現
在
、
長
後
地
区
に
は
19
の
公

園
が
あ
り
、
そ
の
名
称
に
字
が
付

け
ら
れ
て
い
る
。
市
内
全
域
の
公

園
名
も
同
様
で
、
そ
の
経
緯
を
公

園
課
で
聞
い
た
。
明
確
な
事
は
分

か
ら
ず
、
古
く
か
ら
あ
る
字
の
方

が
場
所
を
特
定
し
易
い
、
地
域
住

民
に
親
し
み
易
い
、
な
ど
の
理
由

に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。 

公
園
名
を
通
し
て
、
そ
の
字
の
由

来
を
探
っ
て
み
た
。 

◇
長
後
新
屋
敷
公
園
（
平
成
８
年

６
月
開
園
） 

 

藪
鼻
宿
（
亀
井
野
か
ら
北
に
の

び
る
大
き
な
藪
の
端
で
あ
っ
た
。

現
在
の
あ
い
も
ー
る
商
店
街
）
の

他
に
ほ
と
ん
ど
家
は
な
く
、
畑
や

山
林
で
あ
っ
た
。
明
治
の
末
頃
か

ら
分
家
（
新
家
）
が
建
ち
始
め
た

事
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。 

◇
諏
訪
棚
公
園
（
昭
和
47
年
11
月

開
園
） 

 

昔
か
ら
の
住
民
は
小
菅
姓
で
、

山
梨
か
ら
移
り
住
ん
だ
小
菅
氏

が
氏
神
と
し
て
諏
訪
明
神
を

奉
っ
た
事
で
こ
の
名
が
あ
る
。
棚

と
は
河
岸
段
丘
の
事
。 

（
資
料
提
供
・
藤
沢
地
名
の
会
会
長 

鈴
木
富
雄
さ
ん
） 

 

月 刊 
２０１５年９月号 
（平成２７年） 
№４４１ 

長後だより編集委員会 
藤沢市長後  ５１３ 
℡  ４４－１６２２ 
発行責任者 野渡 訓 

第 38回長後地区ふるさとまつり 

「つなごう手と手 つたえようふるさとの心」 

  10月 17日（土）正午～午後４時 
   10月 18日（日）午前９時 30分～ 
          午後３時 30分         
ふるさとまつり大人ボランティア募集 
日 時：17日（土）午後・18日（日）午前、午後の

3つの時間帯のいずれか 
内 容：会場・駐輪場等の整理 
申込み：実行委員会事務局 （46）7373 

 

 
こ
の
会
は
下
土
棚
西
・
諏
訪

棚
・
コ
ー
ポ
土
棚
を
対
象
地
域

と
し
て
い
る
。 

 

今
年
４
月
か
ら
下
土
棚
西
自

治
会
に
も
声
を
か
け
て
長
後
い

き
い
き
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が

行
う
「
公
園
体
操
」
を
下
土
棚

市
民
の
家
の
庭
で
毎
週
月
曜
日

９
時
（
祝
日
、
雨
天
休
み
）
に

行
っ
て
い
る
。 

平
均
20
～
25
人
の
人
達
が

ラ
ジ
オ
体
操
と
「
き
よ
し
の
ズ

ン
ド
コ
節
」
に
合
わ
せ
て
身
体

を
動
か
し
て
い
る
と
自
然
と
笑

顔
が
こ
ぼ
れ
る
。「
普
段
あ
ま
り

体
操
を
し
て
い
な
い
の
で
良

か
っ
た
、
近
い
の
で
行
き
や
す

い
で
す
」
。
ま
た
こ
の
日
に
サ
ー

ク
ル
を
し
て
い
る
人
達
も
参
加

し
て
、
挨
拶
を
交
わ
し
、
会
話

が
生
ま
れ
て
い
る
。 

長
谷
川
勝
己
会
長
は
こ
の
機

会
を
利
用
し
て
、
気
軽
に
で
き

る
奉
仕
活
動
を
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。 

各家庭に配布されている 

資料をぜひ見直して！ 

老
人
会
リ
ポ
ー
ト 

『運
動
の
楽
し
さ 

 
 
 
 
 

笑
顔
で
』 

 
 

 
 

下
土
棚
西
五
月
会 

 

険
は
な
い
か)

等
は
日
頃
か
ら

心
が
け
た
い
基
本
事
項
だ
。 

長
後
地
区
は
多
く
の
自
治
会

が
一
時
避
難
場
所
や
防
災
倉
庫

の
設
置
、
自
主
防
災
訓
練
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
自
分
、
家
族
、

隣
人
、
地
域
、
そ
し
て
長
後
の

街
。
一
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識

は
多
く
の
命
を
守
る
出
発
点
で

も
あ
る
。 

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
で 

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
！ 

磁石 

スチール缶 

ア
ル
ミ
缶 

 ゴミ・資源の何故？-その２- 

    “缶はつぶさないで!!” 

 

 

アルミ缶はつぶすと 

磁選機でスチール缶 

との間にはさまり選 

別の妨げになります。 

①
備
え
る 

③
買
い
足
す 

②食べる 

ローリング 
ストック 

 

保存性がよく食べ慣れた 
物を少し多めに買い置き 

感謝する日。 

稲穂に見立てたススキ１５本、おみなえ

し、われもこうなど秋䛾草花を瓶にさし、とう

ふ䛾他䛿丸い物（団子、里芋、栗、梨、柿な

ど）を供える。供え物䛿近所䛾子ども達も自

由に食べて楽しむことができた。 

十五夜 
（今年䛿９月２７日） 

 



15/8/28 13 時 35 分 
 

絵
手
紙 

春
駒
（
ハ
ル
コ
マ
） 

日
時 

毎
月
第
2
木
曜
日 

10
時
～
12
時 

場
所 

長
後
郵
便
局 

会
費 

月
７
０
０
円 

講
師 

鏑
木
静
子
先
生 

申
込 

北
見 

千
代
子 

 
 
 
 
 

（
46
）
０
４
１
６ 

  

  長後地区防災講演会 

  『突然の発災にどう対処すべきか』 

講師：佐藤 榮一 
  （桐蔭横浜大学リスク管理学講師） 
日時：3 月７日（土） 

13 時 30 分～15 時４0 分 
場所：長後市民センター 3 階ホール 
定員：成人 20 人（2 回とも出られる方） 
費用：無料 
  ※申込は当日、会場までお越し

下さい。 
 
 
 

 

現
在
、
長
後
地
区
に
は
19
の
公

園
が
あ
り
、
そ
の
名
称
に
字
が
付

け
ら
れ
て
い
る
。
市
内
全
域
の
公

園
名
も
同
様
で
、
そ
の
経
緯
を
公

園
課
で
聞
い
た
。
明
確
な
事
は
分

か
ら
ず
、
古
く
か
ら
あ
る
字
の
方

が
場
所
を
特
定
し
易
い
、
地
域
住

民
に
親
し
み
易
い
、
な
ど
の
理
由

に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。 

公
園
名
を
通
し
て
、
そ
の
字
の
由

来
を
探
っ
て
み
た
。 

◇
長
後
新
屋
敷
公
園
（
平
成
８
年

６
月
開
園
） 

 

藪
鼻
宿
（
亀
井
野
か
ら
北
に
の

び
る
大
き
な
藪
の
端
で
あ
っ
た
。

現
在
の
あ
い
も
ー
る
商
店
街
）
の

他
に
ほ
と
ん
ど
家
は
な
く
、
畑
や

山
林
で
あ
っ
た
。
明
治
の
末
頃
か

ら
分
家
（
新
家
）
が
建
ち
始
め
た

事
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。 

◇
諏
訪
棚
公
園
（
昭
和
47
年
11
月

開
園
） 

 

昔
か
ら
の
住
民
は
小
菅
姓
で
、

山
梨
か
ら
移
り
住
ん
だ
小
菅
氏

が
氏
神
と
し
て
諏
訪
明
神
を

奉
っ
た
事
で
こ
の
名
が
あ
る
。
棚

と
は
河
岸
段
丘
の
事
。 

（
資
料
提
供
・
藤
沢
地
名
の
会
会
長 

鈴
木
富
雄
さ
ん
） 

 

昔
話
に
み
る 

ふ
る
さ
と
の
歴
史 (

２) 

⑧ 

◇
恵
母
地
蔵
様 

高
倉
バ
イ
パ
ス
七
ツ
木
市
民

の
家
入
り
口
交
差
点
脇
に
建
つ

こ
の
お
地
蔵
様
に
は
、
約
２
５
０

年
前
の
旅
の
母
子
と
村
人
達
に

因
む
物
語
が
伝
わ
る
。 

あ
る
朝
、
七
ツ
木
村
渡
貫
家

（
直
正
さ
ん
遠
祖
）
の
屋
敷
に
あ

る
椎
の
大
木
の
根
元
で
赤
ん
坊

の
泣
き
声
が
し
た
。
近
寄
っ
て
み

る
と
、
女
の
赤
ん
坊
が
母
親
の
乳

房
を
ま
さ
ぐ
り
な
が
ら
泣
い
て

い
た
。
母
親
を
揺
り
起
こ
し
た

が
、
哀
れ
に
も
す
で
に
息
絶
え
て

い
た
。
ワ
ラ
ジ
の
破
れ
具
合
か
ら

み
て
江
戸
か
ら
田
舎
に
帰
る
途

中
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
当
時
、
江

戸
は
食
糧
難
で
、
生
ま
れ
故
郷
へ

逃
れ
る
者
も
多
か
っ
た
と
い
う
。

母
親
の
荷
物
を
探
っ
て
も
、
い
ず

こ
の
者
か
ど
こ
へ
行
く
か
も
わ

か
ら
な
か
っ
た
。 

渡
貫
家
で
は
屋
敷
内
で
亡
く

な
っ
た
の
も
何
か
の
縁
と
自
家
の

墓
地
に
手
厚
く
葬
っ
た
。
赤
ん
坊
も

身
元
が
分
か
る
ま
で
と
養
育
し
て

い
た
が
、
つ
い
に
身
寄
り
も
現
れ

ず
、
娘
と
し
て
嫁
が
せ
た
と
い
う
。 

息
絶
え
た
後
ま
で
も
子
に
乳
を

与
え
よ
う
と
す
る
母
の
姿
の
い
じ

ら
し
さ
を
村
人
達
は
哀
れ
に
思

い
、
石
仏
を
建
立
し
、
恵
母
地
蔵

と
名
付
け
た
。 

石
仏
の
台
座
に
は
明
和
五
子
年

(

１
７
６
８
年
）
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

      （
参
考
資
料
・
「
大
山
街
道
繁
盛
記
」） 

サ
ー
ク
ル
紹
介 

グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ズ
モ
ミ
ラ
ニ 

日
時 

９
月
12
日(

土)

、
18
日

(

金)

11
時
～
13
時 

講
師 

石
井
ゆ
き
子
先
生 

内
容 

フ
ラ
ダ
ン
ス
の
レ
ッ
ス
ン 

会
費 

２
４
０
０
円(

月
２
回) 

申
込 

小
森
谷
明
子
（
45
）
７
５

７
６ 

 

あ
す
な
ろ
会 

日
時 

火
曜
日
15
時
～
17
時 

講
師 

酒
田 

隆
先
生 

内
容 

卓
球 

会
費 

３
０
０
０
円(

４
ヵ
月) 

申
込 

小
林
政
好(

77)

５
８
３
３ 

※ 

場
所
は
い
ず
れ
も
長
後
公
民

館 

編
集
後
記 

☆
昨
年
参
加
し
た
長
後

地
区
防
災
講
演
会
で
の

講
師
の
言
葉
が
、
今
も
耳

に
残
っ
て
い
る
。 

☆
「
高
齢
の
方
ほ
ど
自
宅

の
耐
震
化
は
必
要
な
い

と
考
え
が
ち
。
だ
が
、
も

し
家
が
倒
壊
す
れ
ば
隣

人
の
避
難
路
を
塞
ぎ
緊

急
車
両
を
止
め
、
何
よ
り

あ
な
た
を
救
助
に
来
た

人
の
命
を
危
険
に
さ
ら

す
。
私
達
は
運
命
共
同
体

な
の
で
す
」。 

☆
自
分
の
命
を
守
る
た

め
に
準
備
を
す
る
こ
と

は
、
周
り
の
多
く
の
命
を

守
る
こ
と
に
繋
が
る
の

だ
と
気
づ
か
さ
れ
た
。 

☆
災
害
の
危
険
が
迫
り

避
難
勧
告
が
出
さ
れ
れ

ば
、
担
当
の
市
職
員
は
避

難
所
開
設
の
た
め
に
夜

間
休
日
を
問
わ
ず
持
ち

場
に
か
け
つ
け
る
。 

☆
消
防
や
警
察
な
ど
に

も
同
様
な
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
あ
ろ
う
。
そ
の
人
た
ち

は
そ
れ
が
仕
事
と
言
っ

て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で

だ
が
、
救
援
活
動
に
当
た

る
人
々
に
も
、
守
り
た
い

家
族
や
大
切
な
人
の
命

が
あ
る
。 

☆
災
害
時
は
、
す
べ
て
の

人
が
被
害
者
だ
。
そ
の
時

に
自
分
を
助
け
る
の
は

ま
ず
自
分
と
、
心
構
え
を

持
ち
た
い
。 

（
Ｈ
・
Ｙ
） 

東
日
本
大
震
災
か
ら
４

年
。
長
後
在
住
の
加
藤
忠
さ

ん
（
加
藤
畳
店
）
は
畳
組
合

湘
南
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
阪
神
淡
路
大
震
災
の

時
に
畳
を
届
け
た
経
験
を
生

か
し
、
支
援
活
動
を
続
け
て

い
る
。
震
災
１
ヶ
月
後
に
宮

城
県
南
三
陸
や
気
仙
沼
へ
積

極
的
に
赴
き
、
歌
津
地
区
の

仮
設
住
宅
に
45
世
帯
分
約
１

４
９
枚
の
畳
を
ト
ラ
ッ
ク
で

運
び
込
み
無
料
で
配
っ
た
。

｢

畳
職
人
だ
か
ら
こ
そ
畳
の

よ
さ
が
分
か
る
。
絶
対
、
必

要
だ
と
思
っ
た｣

。 

こ
れ
ま
で
に
届
け
た
畳
は

全
て
新
品
で
計
３
０
０
枚
以

上
。
撤
去
に
な
れ
ば
搬
出
作

業
も
行
う
と
い
う
。
ま
た
、
湯

た
ん
ぽ
を
２
０
５
４
個
配
布

す
る
こ
と
に
な
っ
た
時
は
レ

デ
ィ
オ
湘
南
に
呼
び
か
け
て

も
ら
い
、
鍋
や
ガ
ス
コ
ン
ロ
が

必
要
だ
と
知
る
と
お
そ
ば
屋

さ
ん
か
ら
不
要
の
器
材
を
譲

り
受
け
、
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
い
て

か
ら
渡
し
た
。
組
合
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
期
限
切
れ
に

な
っ
た
今
も
、
宮
城
で
知
り

合
っ
た
人
々
と
毎
月
の
よ
う

に
連
絡
を
と
り
、
と
り
た
て
の

地
産
物
を
届
け
合
う
間
柄
だ
。

昨
年
か
ら
は
市
畳
組
合
で
福

島
産
米
の
消
費
活
動
に
も
尽

力
し
て
い
る
。 

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
い
ろ

い
ろ
な
事
態
が
生
じ
て
も
、

誰
か
と
繋
が
る
。
い
つ
も
運

が
い
い
な
と
思
う
」
。
行
動
は

義
気
凛
然
だ
が
姿
勢
は
い
つ

も
謙
虚
だ
。 

加藤忠さん 

ボランティアに活かす職人魂 

発行初日、商店街に長い行列が 

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
行
列 

全
国
各
地
で
話
題
に
な
っ
た

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
が
藤
沢
市

で
も
８
月
５
日(

水)

に
発
行
さ

れ
た
。
藤
沢
市
の
プ
レ
ミ
ア
ム
分

は
20
％
、
５
０
０
０
円
で
６
０

０
０
円
の
買
い
物
が
で
き
る
。
小

売
店
だ
け
で
使
え
る
券
５
枚
と

大
型
店
で
も
使
え
る
券
７
枚
が

一
冊
に
な
っ
て
い
る
。 

長
後
地
区
で
も
、
あ
い
・
も
ー

る
の
商
店
街
会
館
前
に
炎
天
下

に
も
か
か
わ
ら
ず
発
行
開
始
前

か
ら
数
百
人
の
行
列
が
出
来
る

な
ど
、
人
気
を
博
し
た
。
長
後
商

店
街
協
同
組
合
の
山
村
忠
夫
理

事
長
は
「
こ
れ
を
機
会
に
地
元
商

店
街
を
な
お
一
層
ご
利
用
い
た

だ
け
れ
ば
」
と
語
っ
た
。 

地域の人たち手作りの
衣を纏う恵母地蔵様 

え

も

 

長
後
い
き
い
き
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー(

略
称
・
い
き
サ
ポ)

で

は
、
「
長
後
地
区
の
高
齢
者
の
た

め
の
い
き
い
き
マ
ッ
プ
」
作
り
を

始
め
ま
し
た
。 

こ
の
マ
ッ
プ
に
は
、
地
域
の
高

齢
者
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
、
ご

近
所
や
仲
間
同
士
の
お
茶
飲
み

会
、
食
事
会
、
麻
雀
や
カ
ラ
オ
ケ

の
会
等
の
集
ま
り
と
活
動
を
載

せ
て
い
き
ま
す
。
今
後
は
、
皆
さ

ん
に
こ
の
マ
ッ
プ
を
活
用
し
て

も
ら
い
、
地
域
の
方
や
友
人
と
の

交
流
や
趣
味
サ
ー
ク
ル
の
参
加

の
き
っ
か
け
に
し
て
頂
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
や
地
域
の
皆
さ

ん
！
是
非
、
長
後
い
き
サ
ポ
に
情

報
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 

こ
ん
に
ち
は
！ 

長
後
い
き
い
き
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

(

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー)

 

夏祭り 2015 あい・もーる長後 

８月１日(土)、あい・もーる長後商店街

の夏祭りが開催された。湘南みどりが丘

幼稚園の鼓笛パレードに始まり、キッズダ

ンス、藤沢総合高校吹奏楽、大道芸、西

口プロレスのパフォーマンスが繰り広げら

れた。商店街の両側には様々な模擬店が

並び、暑さの中、多くの子供たちの笑顔

であふれていた。 歩行者天国になった商店街には多くの人出が 

ね 


